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く〉目的 Aims 
Division of International Cooperative 
Researches 
Assistant Akiko Tachikawa 
伝統薬物・薬用植物に関する国際的共同研究の推進を自的に、 (1）タイ国との拠点大学方式によ
る交流事業、（2）ミャンマーとの海外協力事業および（3）北京大学薬学院との共間研究拠点
(International Collaboration Center for Conservation and Efficient Utilization of Medicinalまesources）事業
を展開している。（4）また和漢医薬学研究推進ネットワークを構築し、情報の共有化を図る。
く〉活動事業実績 Archivements 
1 ）タイ園との拠点大学方式による交涜事業実績
本事業がはじまってから 6年を経過し、それぞれの共同研究の学術面の成果が挙がっている。
研究課題1 （老人性疾患の予防と治療に有用な天然薬物の研究〉では、今年度学術雑誌に報告し
た数は 17報であり、研究課題2 （アレルギー性疾患及び癌の予訪や浸潤・転移を抑制する天然薬
物の研究）では 22報、研究課題3 （肝炎（肝障害を含む）及び数種の感染症に有効な天然薬物の
研究）では 17報、研究課題4 （天然薬物の講造・合成・活性発現の分子機構の研究）では 18報、
研究課題5 （タイ産薬用植物成分の生合成に関する分子生物学とバイオテクノロジー研究、及び
タイ産薬用植物のデータベースの確立）では22報の原著論文を報告している。
また、共同研究による交流実績として、日本側からタイを訪問した研究者は 16人（99入x日数〉
であり，タイ領ljから日本を訪問Lた研究者は 10人（545人x日数）で、あった。さらに、平成 18年
12月 1日から平成 18年 12月4日にJSPS田NRCTジョイントセミナーを開催した。研究発表者数は、
タイ 30名（演題発表 13名・ポスター発表 17名入ベトナム 1名（演題発表 1名）、日本27名（演
題発表 11名・ポスター発表 16名〉の合計 58名で、全参加者数は約 100名で、あったむ Chemistry, 
Drug activi守， Memory,Plant gene, Cancer and immuni守， Infectionの各研究分野君rjの研究発表を通
して、活発な質疑応答が行われた。また、研究課題代表者との交流会を 12月 3自に開催した。以
下の資料の配布と説明を行ったc
(I) 9月に実施したアンケートに基づく日本側全参加研究者の組人フ。ロファイノレ英語版（項自：
名前、所属機関名、電話番号、メールアドレス、タイ側ホスト研究者、キーワード）
(I）アンケートの目的である参加研究者の研究内容の周知ならびにデータベース化と、課題別参
加研究者構成の最適化
また、タイ側参加研究者の個人プロファイルデータの作成について要望し、タイ・日本の課題間
交流を今後さらに発展させていくことを確認したc
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2）ミャンマーとの海外協力事業
長年の懸案であったミャンマー伝統医療フ。ロジェクトが 12月末に長期業務調整員の横森鑓治
氏も就任し、本格的に開始した。最初に、門田がプロジェクトの調査対象地域を選定するために
平成 18年 1月26sから 12月26日まで謂査を行なった。伝統産療従事者に対する実態調査では、
和漢医薬学総合研究所においてファイルメーカーを改良した独自のソフトを応用して、下記の4
項目について、謹めていくことにした。 A)Traditional Medicine Practionar Information, B) Crude Drug 
Information, C) Information about Traditional Medicine, D) Health Care Seeking Behaviour of the Patients. 
実際には、伝統医療局の協力を得て、ヤンゴン管区、マンダレー管区で実施する事にし、 250ぐ
らいの伝統匿療従事者の情報収集を実施している。今後、収集した清報に基づいて 1）疾病構
造分析 2）需用分析 3）処方分析等の各専門家を派遣し、指導、講義を行い、伝統医療従事
者向けのハンドブックを作成する予定であるむ
3）北京大学薬学院との共同研究拠点事業
2005年 2月 25日、富山医科薬科大学と北京大学医学部との聞に「薬用資源研究における国際協
力拠点設置に関する協定jを結び、富山医科薬科大学和漢薬研究所と北京大学医学部薬学読の施
設内にそれぞれ研究拠点を開設した。この協定により学術交流や共同研究及び 2003年に採択さ
れた 21世紀COEプログラム「東洋の知に立脚した植の医療の創生jの更なる進展を国るむ本年
の主な活動は次のとおち。
1) 200？年 1月22s～I月25s：北京大学亘学部数芙芳教授、北京大学医学部薬学院劉後義院
長、同薬学院察少青教授、楊東輝助教授、国家中医薬管理局科学技術教育可中薬科学技術処林超
岱処長が来学し、学長、医学部長、薬学部長、研究所長及び研究所教授と、 21世紀 COE北京拠
点と本学との今後の学術交流の展開について懇談した。
2)4 A 28日～30日：報部征雄教授、小松かっ子教授、朱女朱助手、高江静COE研究員、及び北
京大学薬学院察少青教授が、中国南京大学で開催された［中日天然薬物シンポジウムjに参加し、
COEプログラムによる研究成果を発表した。
3) 10月 27s～28日：間協 真教授、手塚京弘助教授が北京大学薬学院にて、「腸管炎症性疾患
に対する漢方薬の治療効果J、「和漢薬によるシトクローム P450阻害jiこ関する研究成果を講義
した。
4) 1月30日～12月4s：北京大学薬学院察少青教授が来学し、和漢研セミナーにて講演を行っ
た。また、共同研究の打ち合わせを行ったc
4）和漢医薬学研究推進ネットワークを構築 E 共有化
1）和漢薬の基礎・臨床研究に関する情報・知識を集積、交換、発信するとともに園内及び冨際的
共有化を図り、併せて国内・国捺共同研究を推進する中核的拠点を形成することを目的としたネ
ットワークを平成 17年度に立ちあげた。当面は、登録会員の方へのメールによる清報（和漢薬
関連のセミナーやシンポジウムの開催予定など）記信サービスを行うむ
2）第 1@I配信・・・ 4月3s （開擢晴報 1件、リンク先掲載 1件）
第2回配信・・・ 6月20日 （開催清報 1件、リンク先掲載 l件）
第3@I配信・・・ 6月26s （開催清報 1件、リンク先掲載 l件）
第4@I配信・・・ 6月29s （開催清報 1件、リンク先掲載 1件）
第5田配信・・・ 7月7日 （開催靖報 1件、リンク先掲載 1件）
第 6@I配信・・・ 7月 18s （開催清報 1件、リンク先掲載 l件）
第 7@I記f言・・.7月21日 （開催清報 l件、リンク先掲載 1件）
第 8@I配信・・・ 7月26日 （開器情報 l件、リンク先掲載 1件）
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第 9回配信・・・ 10月 13日 （開催情報2件、リンク先掲載 l件）
5）インドネシアの薬用植物の検索ならびに資料収集
今年度の客員教授Prof.Suwijiyo Pramono氏の要請により、インターネットを介して、約95 0種
のインドネシア産薬用植物の生青地、含有成分ならびに生物活性等のデータを検索し、同氏が出
抜した＂ Jamuin Indonesian Daily Life and Industry，，の本の作成に多大に貢献したc
? ??
